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椎葉屋の取り組み

地域と農業を未来へ継承する

人々の心に生きる活力を与える

企業理念

日本三大秘境、宮崎県椎葉村から宮崎県産の
食材を使用した加工品を全国にお届けします。
食文化を未来に継承する為、地域を未来に繋

ぐ為に活動しています。
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About

椎葉屋は日本三大秘境椎葉村の蕎麦屋＆お菓子店です。

世界農業遺産「高千穂郷・椎葉山地域」の伝統食である蕎麦
を次世代に残す為、そばの６次産業化を行っております。



九州山蕎麦が生まれたきっかけ

しかしこの大きなチャンスを
地域の事業者が活かせていない現実・・。

２０１５年世界農業遺産に認定！



九州山蕎麦が生まれたきっかけ

商品を作ることで
地域課題を解決したい

地域の抱えている課題
１.「高千穂郷・椎葉山地域」の認知度が低い
２.「高千穂郷・椎葉山地域」５町村のPRができてない
３.「高千穂郷・椎葉山地域」５町村が上手く連携できていない

コンセプトは以下の３つ、
1.【高千穂郷・椎葉山地域を知って頂く】
2.【高千穂郷・椎葉山地域の特産品を知って頂く】
3.【高千穂郷・椎葉山地域が連携していく懸け橋に】



九州山蕎麦 世界農業遺産５種



プロダクト

特産品を活かした５種類の蕎麦

５町村の特産品を使用

地域を越えて生産者が協力

高千穂郷・椎葉山地域のそばを使用



ポジショニング

コト消費
（素材・作り手・ストーリーを楽しむ）

非日常消費

九州山蕎麦

高級ブランド
蕎麦

モノ消費
（低価格・ブランド志向）

日常消費

低価格
蕎麦

ブランド名や価格で選ぶのではなく、
素材や人やストーリーを楽しむ嗜好品としての蕎麦



クラウドファンディング

より多くの方に高千穂郷・椎葉山地域を知ってもらいたい

という思いからクラウドファンディングに挑戦



SDGｓへの取組

２．飢餓をゼロに
食品ロスを抑える為に過剰在庫を行わず大量在庫を持ちません。

８．働きがいも経済成長も
各地域の生産者とフェアトレードをしながら、消費のサイクルを回します。

11．住み続けられるまちづくりを
地域の魅力を商品を通して全国に発信することで観光へと繋げていきます。

12．つくる責任つかう責任
食品ロスを無くす観点から、そばの賞味期限は常温１８０日の商品です。
また、包材に関しても紙製をメインとし、プラスチックの使用を抑えています。

15．陸の豊かさも守ろう
商品を販売することで複数の生産者へ資金のサイクルを回します。
それにより、豊かな農業・山村を守ることができます。



地域との関わり

「しいのき」という地元の日中一時支援事業所にて、障がい者の

方々に包装等の協力をいただき、作業しております。
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